
（
２
０
２
３・8・1
〜
２
０
２
３・12・18
）敬
称
略

富
山
国
際
大
学
付
属
高
校
家
庭
科
部
よ
り

雑
巾
寄
贈

　
８
月
29
日
、
富
山
国
際
大
学
付
属
高
校
の

家
庭
科
部
の
皆
さ
ん
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
一
環
と
し
て
、
心
の
こ
も
っ
た
手
縫

い
の
雑
巾
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

雄大な立山連峰をバックに雨晴海岸を走る氷見線の列車　写真：般若　敏雄（めひの野園写真部）雄大な立山連峰をバックに雨晴海岸を走る氷見線の列車　写真：般若　敏雄（めひの野園写真部）

佐
藤
理
容
院
 

富
山
市

㈻
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
 

東
京
都
国
立
市

二
　
上
　
久
　
利
 

富
山
市

花
ノ
木
自
治
会
 

富
山
市

西
金
屋
自
治
会
 

富
山
市

長
　
井
　
悦
　
子
 

富
山
市

八
　
川
　
鐵
　
夫
 

富
山
市

富
山
福
祉
短
期
大
学
 

射
水
市

福
　
井
　
美
栄
子
 

岐
阜
県
飛
騨
市

金
城
大
学
 

石
川
県
白
山
市

吉
　
田
　
勇
次
郎
 

富
山
市

森
新
樹
園
 

富
山
市

松
　
倉
　
　
　
覚
 

富
山
市

㈱
門
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
 

富
山
市

津
　
嶋
　
順
　
子
 

富
山
市

泉
商
事
㈱
 

石
川
県
金
沢
市

田
　
辺
　
健
　
一
 

富
山
市

竹
　
内
　
昭
　
男
 

富
山
市

池
　
原
　
律
　
子
 

射
水
市

池
　
原
　
　
　
清
 

射
水
市

池
　
原
　
喜
代
子
 

射
水
市

林
　
　
　
龍
　
史
 

富
山
市

竹
　
内
　
健
　
太
 

射
水
市

荒
　
木
　
昌
　
子
 

富
山
市

野
　
村
　
富
　
男
 

岐
阜
県
飛
騨
市

松
　
尾
　
武
　
志
 

富
山
市

森
　
下
　
智
　
代
 

岐
阜
県
飛
騨
市

く
れ
は
製
菓
 

富
山
市

石
　
野
　
和
　
夫
 

富
山
市

㈱
サ
ン
ジ
ェッ
ト
 

射
水
市

㈱
ト
ヤ
マ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
 

富
山
市

吉
　
田
　
美
　
雪
 

高
岡
市

㈱
淀
川
ラ
ン
ド
リ
ー
 

富
山
市

松
　
本
　
　
　
隆
 

富
山
市

㈲
タ
イ
セ
イ
ツ
ア
ー
ズ
 

富
山
市

福
　
田
　
知
　
行
 

富
山
市

㈱
丸
協
 

富
山
市

清
　
水
　
善
　
史
 

岐
阜
県
飛
騨
市

谷
　
川
　
孝
　
雄
 

富
山
市

須
　
沼
　
雄
　
二
　

　
成
年
後
見
人 

明
野
　
孝
史
 

射
水
市

清
　
水
　
雪
　
乃
 

富
山
市

㈱
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
 

富
山
市

酒
　
井
　
利
　
恵
 

富
山
市

鍋
　
島
　
朋
　
子
 

下
新
川
郡

寄
付
金
振
込
口
座
番
号

　
北
陸
銀
行
呉
羽
支
店
　
店
番
号
120

　
普
通
預
金
６
０
７
７
２
３
０

　
社
会
福
祉
法
人
　
め
ひ
の
野
園

（
２
０
２
３・8・1
〜
２
０
２
３・12・18
）敬
称
略

　めひの野園のグループホームのひとつ
「つまま寮」の寮名の由来となったこの歌
にある「つまま」とは、現在の「タブノキ」の
こと。
　渋谿の崎（現在の高岡市雨晴海岸）を
訪れた大伴家持は、海岸の岩上に根を張
る「つまま」の姿に心を打たれ、この歌を詠
みました。
　写真は雨晴海岸にある「つまま公園」付
近からの景観。この辺りは県内有数の観光
スポットになっています。

　めひの野園のグループホームのひとつ
「つまま寮」の寮名の由来となったこの歌
にある「つまま」とは、現在の「タブノキ」の
こと。
　渋谿の崎（現在の高岡市雨晴海岸）を
訪れた大伴家持は、海岸の岩上に根を張
る「つまま」の姿に心を打たれ、この歌を詠
みました。
　写真は雨晴海岸にある「つまま公園」付
近からの景観。この辺りは県内有数の観光
スポットになっています。

め
ひ
の
万
葉
歌
紀
行

め
ひ
の
万
葉
歌
紀
行

梨
の
木
苑

梨
の
木
苑

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

・
い
わ
せ
の
Ａ
棟
・
Ｂ
棟

・
つ
ま
ま
寮

・
な
で
し
こ

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

・
い
わ
せ
の
Ａ
棟
・
Ｂ
棟

・
つ
ま
ま
寮

・
な
で
し
こ

共
同
生
活
援
助（
介
護
サ
ー
ビ
ス
包
括
型
）事
業
所

共
同
生
活
援
助（
介
護
サ
ー
ビ
ス
包
括
型
）事
業
所

め
ひ
の
野
園
の
ル
ー
ツ
を
め
ぐ
る

め
ひ
の
野
園
の
ル
ー
ツ
を
め
ぐ
る

特集特集
（
２
０
２
３・8・1
〜
２
０
２
３・１2・18
）敬
称
略

富
山
県
人
材
活
躍
推
進
セ
ン
タ
ー

と
や
ま
シ
ニ
ア
専
門
人
材
バン
ク
 
齋
藤
　
道
徳

長
岡
す
み
子
の
会 

主
宰
 

長
岡
す
み
子

㈱
清
祥 

長
岡
す
み
子
音
楽
事
務
所
 小
森
　
恒
郎

北
日
本
新
聞
社
 

生
田
　
　
稔

北
陸
電
力
㈱
 

水
島
　
輝
海

イ
ワ
タ
ニ
セ
ン
ト
ラ
ル
北
陸
㈱
 

澤
谷
　
　
亮

オ
フ
ィ
ス 

ア
ヴ
ァン
セ
 

土
屋
　
佳
瑞

（
特
非
）あ
り
が
た
家
 

納
村
恵
里
花

衆
議
院
議
員
 

田
畑
　
裕
明

衆
議
院
議
員 

田
畑
裕
明 

事
務
所
 高
原
　
　
理

浅
田
登
記
測
量
事
務
所
 

浅
田
　
正
明

㈱
イ
ン
サ
イ
ト
 

関
原
　
　
深

富
山
県
立
高
岡
支
援
学
校
 

野
畠
　
峰
彦

㈱
タ
カ
ミ
Ｃ・Ｅ
サ
ー
ビ
ス
 

高
吉
　
純
一

富
山
大
学
教
育
学
部
附
属
特
別
支
援
学
校
 

 

東
　
　
克
彦

　
梨
雲
福
祉
会
 

朝
野
真
紀
子

 

中
村
　
春
彦

Ｕ
Ｒ
Ｓ
ジ
ャ
パン
㈱
 

中
田
　
一
郎

 

池
淵
　
昌
志

ひ
ま
わ
り
法
律
事
務
所
 

細
川
　
俊
彦

 

野
口
　
猛
雄

富
山
県
火
災
共
済
協
同
組
合
 

城
村
　
　
賛

 

長
森
　
智
昭

（福） 福
　
田
　
博
　
之
 

射
水
市

松
　
倉
　
　
　
覚
 

富
山
市

竹
　
本
　
潔
　
史
 

富
山
市

政
　
橋
　
昭
　
子
 

富
山
市

廣
　
田
　
美
千
代
 

富
山
市

亀
　
山
　
知
　
己
 

富
山
市

め
ひ
の
野
園
保
護
者
会                         

 

今
　
井
　
哲
　
治
　
 

富
山
市

我
が
家
の
庭
に
は
、
今
年
も
真
っ
赤
な
南
天

の
実
が
、
枝
い
っ
ぱ
い
に
成
って
い
る
。子
ど
も
の

頃
は
、
友
達
と
実
を
ぶ
つ
け
あ
っ
た
り
、
雪
で

作
っ
た
ウ
サ
ギ
の
目
に
し
た
り
し
て
遊
ん
だ
も

の
だ
。年
末
が
近
づ
く
と
、「
正
月
の
玄
関
飾
り

に
す
る
か
ら
小
枝
を
分
け
て
ね
」と
、叔
母
が
家

に
や
って
来
る
の
も
毎
年
の
恒
例
で
あ
る
。

「
南
天
」は
そ
の
名
か
ら
「
難
を
転
ず
る
」と

さ
れ
、
日
本
で
は
縁
起
物
と
し
て
正
月
飾
り
に

使
わ
れ
た
り
、
慶
事
の
料
理
に
彩
を
添
え
る

「
か
い
し
き
」と
し
て
使
わ
れ
た
り
し
て
き
た
。

年
の
瀬
の
慌
た
だ
し
さ
の
中
、
正
月
飾
り
を

飾
り
終
え
、
穏
や
か
に
正
月
を
迎
え
た
は
ず
の

２
０
２
４
年
１
月
１
日
。午
後
４
時
過
ぎ
に
能

登
沖
で
発
生
し
た
大
地
震
は
、
多
く
の
人
が
抱

い
て
い
た
、
新
た
な
年
を
迎
え
る
喜
び
や
期
待

感
を
奪
い
去
っ
た
。そ
の
後
も
幾
度
と
な
く
余

震
に
襲
わ
れ
、不
安
な
日
々
が
続
い
て
い
る
。

「
当
園
の
利
用
者
や
職
員
の
、
活
き
活
き
と

し
た
笑
顔
を
伝
え
た
い
」――

そ
ん
な
思
い
で

制
作
し
て
い
る
本
紙
も
、
安
全
な
暮
ら
し
が

あ
っ
て
の
物
な
の
だ
と
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ

た
。被

害
の
大
き
い
地
域
で
は
交
通
網
や
連
絡

網
が
遮
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
地
の
状
況
が

伝
わ
る
の
が
ど
う
し
て
も
遅
れ
て
し
ま
う
。毎

朝
の
報
道
番
組
で
被
害
の
様
子
が
伝
え
ら
れ

る
た
び
に
、
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
思
い
が
す

る
。出

勤
の
た
め
玄
関
を
出
る
と
、
庭
の
真
っ
赤

な
南
天
の
実
が
目
に
入
る
。そ
の
た
び
に
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。「
こ
の
難
が
早
く
転
ず
る

よ
う
に
」…

と
。

（
岡
﨑
記
）

― 磯の上の つままを見れば 根を延へて

　　　　　　年深からし 神さびにけり ―

いそ うえ ね は

としふか かむ

しぶたに さき

こ
の
度
の
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
日
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
ら
れ
る
よ
う

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（1）　第138号　2024年1月18日 第138号　2024年1月18日 　（8）



めひの万葉めぐりマップめひの万葉めぐりマップ

　
取
材
を
通
じ
て
、当
園
の
知
ら
れ

ざ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、事
業
所
名
に

込
め
ら
れ
た
思
い
を
知
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。ご
愛
読
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

記
・
広
報
委
員
会
　
岡
崎
　
秀
徳

め
ひ
の
万
葉
歌
紀
行

め
ひ
の
万
葉
歌
紀
行

神
聖
な
る
大
樹「
つ
ま
ま
」

重
複
障
が
い
の
利
用
者
支
援
に

特
化
し
た「
い
わ
せ
の
Ａ
棟
・Ｂ
棟
」

　「
つ
ま
ま
」
と
は
一
般
的
に
「
タ
ブ
ノ
キ
」
の

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
岩
の
上
に
根
を
張
り

巨
木
に
な
る
「
タ
ブ
ノ
キ
」
は
、
古
来
か
ら
神

聖
な
木
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　「
タ
ブ
ノ
キ
」
は
主
に
沿
岸
部
に
生
育
し
て

い
る
た
め
、
家
持
の
故
郷
で
あ
る
奈
良
の
都
で

は
ま
ず
目
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
渋

谿
の
崎
」（
現
・
高
岡
市
の
雨
晴
海
岸
）
を
訪

れ
た
家
持
は
、
岩
上
に
根
を
張
る
見
慣
れ
な
い

大
樹
に
驚
き
、
ま
た
「
妻
を
待
つ
松
」
が
語
源

と
さ
れ
る
「
つ
ま
ま
」
と
い
う
初
め
て
耳
に
す

る
名
に
も
異
郷
の
風
土
を
感
じ
、
歌
に
詠
ん
だ

の
で
す
。

「いわせの」から春の苑に通う利用者たち

最終回

石
瀬
野
に  

秋
萩
し
の
ぎ

　
馬
並
め
て
　
初
鷹
狩
だ
に

　
　
せ
ず
や
別
れ
む

石
瀬
野
に  

秋
萩
し
の
ぎ

　
馬
並
め
て
　
初
鷹
狩
だ
に

　
　
せ
ず
や
別
れ
む

（
大
伴
　
家
持
）

（
大
伴
　
家
持
）

―
―
石
瀬
野
で
秋
萩
を
踏
み
し
だ
き
な

が
ら
馬
を
並
べ
て
す
る
今
年
初
め
て
の

鷹
狩
も
せ
ず
に
（
こ
の
地
と
）
別
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

氷見市の海岸沿いを通る国道160号線の脇に、しっかりと根を
張っている大きな「つまま（タブノキ）」。

天然記念物「長坂の大イヌグス
（別名タブノキ）」

つまま寮外観。

氷
見
線

氷
見
線

　「
い
わ
せ
の
Ａ
棟
」
は
男
性
、「
い
わ
せ
の
Ｂ

棟
」
は
女
性
の
棟
で
、
身
体
障
が
い
を
伴
う
重

複
障
が
い
の
利
用
者
へ
の
支
援
に
特
化
し
た
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
す
。

　
玄
関
の
ス
ロ
ー
プ
や
ト
イ
レ
、
浴
室
等
、
寮

内
は
全
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
、
車
椅
子
で
の
移

動
も
難
な
く
行
え
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
個
室
に
は
床
暖
房
が
完
備
さ
れ
、

利
用
者
さ
ん
た
ち
は
寒
い
時
季
で
も
の
び
の
び

快
適
に
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

女
性
専
用
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
な
で
し
こ
」

　「
娘
子
（
を
と
め
）」
と
は
、
奈
良
の
都
に
残

し
て
き
た
妻
の
こ
と
。
家
持
が
越
中
国
司
と
し

て
単
身
赴
任
し
て
３
年
目
、
庭
に
咲
い
た
な
で

し
こ
か
ら
妻
の
笑
顔
を
思
い
出
し
て
詠
ん
だ
歌

で
す
。

　
女
性
専
用
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
し
て
開
設

さ
れ
て
３
年
目
の
「
な
で
し
こ
」
で
は
、
現
在

も
７
名
の
「
大
和
撫
子
」
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
性
に
配
慮
さ
れ
た
環
境
で
、
自
分
ら
し
く

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

めひの野園
の

ルーツをめぐる

めひの野園
の

ルーツをめぐる

「
石
瀬
野（
い
は
せ
の
）」と
は
？

　
７
５
１
年
（
天
平
勝
宝
３
年
）、
大
伴
家
持
は

少
納
言
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
国
守
を
務
め
た
越
中
の
地
を
去
る
こ

と
に
な
り
、
都
へ
出
発
す
る
前
日
に
家
持
は
こ
の

歌
を
残
し
ま
し
た
。「
石
瀬
野
（
い
は
せ
の
）」
の

場
所
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
家
持
が
好

ん
で
出
か
け
た
鷹
狩
場
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
現

在
の
高
岡
市
石
瀬
辺
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
初

鷹
狩
も
せ
ず
に
別
れ
る
の
か
」
と
い
う
こ
の
歌
か

ら
は
、
家
持
の
惜
別
の
思
い
が
感
じ
取
れ
ま
す
。

「
つ
ま
ま
寮
」に
込
め
ら
れ
た
思
い

　
自
閉
症
の
人
へ
の
専
門
的
な
支
援
に
特
化
し

た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
し
て
「
つ
ま
ま
寮
」
は

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
視
覚
的
に
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
と
色
分
け

さ
れ
た
居
室
の
扉
や
、
ポ
ス
ト
式
の
ゴ
ミ
箱
等
、

自
閉
症
の
特
性
に
配
慮
し
た
造
り
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　「
こ
の
呉
羽
の
地
に

が
っ
ち
り
と
根
を
張
っ

て
生
活
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
思
い
を

込
め
、「
つ
ま
ま
寮
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

女性専用のグループホーム「なでしこ」での生活。
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で
は
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法
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を
始
め
、
事
業
所
名

の
ほ
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ど
が
「
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葉
集
」
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ら
名
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け
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れ
て
い
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す
。

　
こ
れ
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で
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、
た
と
え
障
が
い
が
あ
る
方

で
も
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で
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り
前
の
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
と
、
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の
グ
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プ
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を
開
設
し
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き
ま
し
た
。
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０
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Ｂ
棟
」
、
２
０
１
７
年
の
「
つ
ま
ま
寮
」、

２
０
２
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が
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仕
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や
環
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が
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ま
す
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めひの万葉めぐりマップめひの万葉めぐりマップ
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葉
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。
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岩
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。
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萩
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鷹
狩
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萩
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狩
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せ
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（
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（
大
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―
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萩
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踏
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鷹
狩
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せ
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（
こ
の
地
と
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れ
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と
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ょ
う
か
。

氷見市の海岸沿いを通る国道160号線の脇に、しっかりと根を
張っている大きな「つまま（タブノキ）」。

天然記念物「長坂の大イヌグス
（別名タブノキ）」

つまま寮外観。

氷
見
線

氷
見
線
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の
Ａ
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い
わ
せ
の
Ｂ

棟
」
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で
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身
体
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が
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伴
う
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複
障
が
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利
用
者
へ
の
支
援
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特
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し
た
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
す
。
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。
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。

女
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専
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グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
な
で
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こ
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司
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。
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７
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３
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。
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去
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瀬
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狩
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。
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。
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の
ゴ
ミ
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等
、

自
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の
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に
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し
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造
り
に
な
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て
い

ま
す
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こ
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ほ
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と
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Ｑ
．
め
ひ
の
野
園
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
き
っ

か
け
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

―
―

め
ひ
の
野
園
に
入
職
す
る
前
は
、
富
山
県

内
の
児
童
養
護
施
設
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
そ

の
時
に
担
当
し
て
い
た
障
害
の
あ
る
子
ど
も

が
、
就
業
後
に
ど
ん
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
の

か
知
り
た
く
な
り
、
障
害
児
・
者
を
支
援
し
て

い
る
め
ひ
の
野
園
に
入
職
し
た
い
と
思
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。

　
旧
婦
中
町
の
「
鵜
坂
」
で
育
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
当
園
の
入
所
施
設
「
う
さ
か
寮
」
に

配
属
さ
れ
た
時
は
、
そ
の
名
前
に
運
命
を
感
じ

ま
し
た
ね
。

Ｑ
．
書
道
は
い
つ
か
ら
始
め
た
の
で
す
か
？

―
―
小
学
１
年
生
か
ら
で
す
。
ま
る
で
寺
子
屋

の
よ
う
な
習
字
教
室
が
近
所
に
あ
っ
て
、
そ
こ

で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
先
生
に
叱
ら
れ
な
が
ら
も
切

磋
琢
磨
し
ま
し
た
。
集
中
し
て
筆
を
運
ん
で
い

る
と
、
自
然
と
気
持
ち
が
落
ち
着
き
、
心
が
静

ま
っ
て
い
く
の
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
教
室
の
奥
の
押
し
入
れ
に
は
先
生
の
高
級
な

書
道
道
具
が
仕
舞
っ
て
あ
っ
て
、
そ
こ
に
隠
れ

て
遊
ん
だ
こ
と
も
楽
し
い
思
い
出
で
す
。
先
生

に
見
つ
か
る
と
叱
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
高
級

品
に
こ
っ
そ
り
触
れ
る
ド
キ
ド
キ
感
が
楽
し

か
っ
た
で
す
ね
。
当
時
を
振
り
返
る
と
、
遊
び

感
覚
で
楽
し
く
続
け
ら
れ
た
こ
と
が
上
達
に
つ

な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
現
在
は
日
帰
り
登
山
も
趣
味
の
一
つ
だ
そ

う
で
す
ね
？

―
―
い
わ
ゆ
る
本
格
的
な
登
山
の
よ
う
に
「
よ

り
高
い
山
に
挑
戦
す
る
こ
と
」
よ
り
も
、
自
分

に
と
っ
て
は
、
下
調
べ
を
し
て
計
画
を
立
て
、

準
備
を
念
入
り
に
し
、
予
定
通
り
に
帰
っ
て
く

る
こ
と
に
楽
し
さ
を
感
じ
る
の
で
す
。
こ
れ
は

仕
事
に
お
い
て
も
同
じ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

Ｑ
．
現
在
担
当
の
リ
サ
イ
ク
ル
班
は
、
構
造
化

に
力
を
入
れ
た
作
業
場
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
？

―
―
こ
れ
ま
で
担
当
さ
れ
た
先
輩
職
員
の
努
力

で
、
す
で
に
整
っ
た
作
業
空
間
で
は
あ
り
ま
す

が
、「
構
造
化
に
終
わ
り
な
し
」と
言
う
よ
う
に
、

今
後
も
工
夫
を
重
ね
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
利
用

者
が
作
業
し
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
最
後
に
、
こ
の
仕
事
を
続
け
て
い
く
上
で

の
信
念
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？

―
―
中
学
時
代
の
先
生
か
ら
頂
い
た
「
自
己
に

厳
し
く
、
他
に
優
し
く
」
と
い
う
言
葉
が
生
涯

の
目
標
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
が
示
す

「
人
を
思
い
や
る
心
」
は
福
祉
の
精
神
で
あ
り
、

み
ん
な
が
こ
の
心
を
持
つ
こ
と
が
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
優
し
い
社
会
作
り
に
つ
な
が
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
さ
ん
と
の
関
わ
り
の
中
で
も
こ
の
思

い
や
り
の
心
を
持
っ
て
接
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

　「筆を持つのは久しぶり」と言いな
がらも巧みな筆さばき（写真左）。
　利用者さんと一緒に空き缶が入った
コンテナを運んでいます（写真右）。

天候に恵まれ、会場は多くのお客様で賑わいました

食欲をそそる揚げたての唐揚げ。

大人気の飛騨地鶏の串焼き。

あした
の

めひの

あした
の

めひの

　「
こ
れ
か
ら
も
色
ん
な
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
き
た
い
」
と
語
る
安
井
さ
ん
で

し
た
。

記・広
報
委
員
会
　
柴
田
　
香
菜
江

高
じ
た
趣
味
を
仕
事
に
活
か
す

 

「
め
ひ
の
の
職
員
」
紹
介
し
ま
す
！

（
春
の
苑
リ
サ
イ
ク
ル
班
支
援
員
）

　
地
域
の
皆
様
と
の
交
流
が
一
層
深
ま

る
こ
と
を
願
っ
て
開
催
さ
れ
て
き
た
「
り

ん
ど
う
祭
」。
２
０
２
０
年
度
か
ら
昨
年

度
ま
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
を
自
粛
し

て
い
ま
し
た
が
、今
年
11
月
３
日（
金・祝
）、

実
に
４
年
ぶ
り
に
再
開
出
来
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
久
し
ぶ
り
の
開
催
を
祝
う

か
の
よ
う
な
晴
天
で
、
気
温
は
何
と
28
℃

ま
で
上
昇
。
と
て
も
多
く
の
お
客
様
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
会
場
は
11
月

と
は
思
え
な
い
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

め
ひ
の
野
園
な
ら
で
は
の
味
が

並
ん
だ
模
擬
店
会
場

体
育
館
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョン

も
盛
り
上
が
り
ま
し
た

　
模
擬
店
会
場
に
は
、
り
ん
ど
う
祭
で
は
お

馴
染
み
の
、
め
ひ
の
野
園
自
慢
の
メ
ニ
ュ
ー
が

目
白
押
し
。「
り
ん
ど
う
祭
が
戻
っ
て
き
た
こ

と
を
実
感
す
る
」
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョン
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た

の
は
、
め
ひ
の
野
園
の
和
太
鼓
サ
ー
ク
ル
「
喜

楽
太
鼓
」
の
演
奏
。
コ
ロ
ナ
禍
で
披
露
す
る

機
会
が
減
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
練
習

を
重
ね
、
そ
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
た
演
奏
で

し
た
。
ま
た
、
地
域
の
中
学
校
や
高
校
の
生

徒
た
ち
の
素
晴
ら
し
い
合
唱
や
吹
奏
楽
演
奏
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
に
よ
る
楽
し
い
シ
ョ
ー
な
ど
も
、

会
場
を
温
か
く
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
当
園
が
目
指
し
て
き
た
「
地
域

と
の
共
生
」
に
向
け
た
歩
み
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
そ
の
足
取
り
が
や
や
重
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
久
々
に
開
催
さ
れ
た
り
ん
ど
う

祭
で
は
、
多
く
の
地
域
の
方
々
が
来
場
さ
れ
、

ふ
れ
あ
い
の
輪
が
広
ま
り
、
次
の
一
歩
を
踏
み

出
せ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
頃
の
夢
は
保
育
士
だ
っ
た
。小
さ
い
頃
か
ら

近
所
の
子
ど
も
達
と
よ
く
遊
び
、
そ
の
純
粋
な
目
を
見

て
い
る
だ
け
で
癒
さ
れ
て
い
た
。

　
今
か
ら
10
年
前
、
近
所
の
保
育
園
で
の
「
14
歳
の
挑

戦
」で
の
経
験
が
、
保
育
士
へ
の
夢
を
ま
す
ま
す
膨
ら
ま

せ
た
。

　「
お
昼
寝
タ
イ
ム
」
で
の
こ
と
で
あ
る
。子
ど
も
達
は

学
生
の
私
が
声
掛
け
を
し
て
も
寝
て
く
れ
な
か
っ
た
。し

か
し
、そ
こ
で
先
生
が
少
し
お
話
し
た
だ
け
で
、す
ぐ
に

眠
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。日
頃
か
ら
の
信
頼
関
係
が

子
ど
も
達
の
安
心
感
に
つ
な
が
る
こ
と
、
そ
し
て
、「
た

だ
優
し
い
だ
け
」、「
一
緒
に
遊
ぶ
だ
け
」で
は
な
く
、
子

ど
も
達
の
話
を
聞
き
、「
ど
う
し
た
い
の
か
」を
理
解
し
、

「
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
」
を
説
明
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ん
だ
。

　
最
終
日
、
私
が
お
別
れ
の
挨
拶
を
し
た
後
で
、
一
番

仲
良
く
な
っ
た
子
か
ら
白
い
封
筒
を
渡
さ
れ
た
。中
に

は
子
ど
も
達
が
描
い
た
私
の
似
顔
絵
が
入
っ
て
い
た
。そ

し
て
、
子
ど
も
達
か
ら
の
歌
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
感
動
し
、

柄
に
も
な
く
そ
の
場
で
泣
い
た
記
憶
が
あ
る
。今
で
も

み
ん
な
か
ら
の
似
顔
絵
は
宝
物
に
な
って
い
る
。

　
高
校
時
代
に
介
護
を
学
ん
だ
こ
と
で
障
が
い
者
福
祉

に
興
味
を
持
ち
、
や
が
て
そ
の
分
野
で
働
く
こ
と
が
夢

に
な
っ
た
。そ
し
て
、
め
ひ
の
野
園
で
働
い
て
い
る
今
も
、

あ
の
時
学
ん
だ
こ
と
を
支
援
に
活
か
し
て
い
る
。時
に
は

落
ち
込
む
こ
と
も
あ
る
が
、あ
の
時
子
ど
も
達
に
も
ら
っ

た
似
顔
絵
を
見
て
は
癒
さ
れ
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
頃
の
夢
は
、現
在
の
夢
の
糧
に
な
って
い
る
。

梨の木苑　生活支援員

めひの野園職員の
雑感コーナー

東　瑠奈

子
ど
も
の
頃
の
夢
、そ
し
て
現
在
か
な
っ
た
夢

「やっぱりイイね！めひのの味」
４年ぶりに再開！

りんどう祭りんどう祭

来場したお子さんと一緒にステージを
盛り上げた、パフォーマーHARUKIさん。

2023

（5）　第138号　2024年1月18日 （4）



Vol.29

Ｑ
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Ｑ
．
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叱
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落
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。
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叱
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触
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。
こ
れ
は

仕
事
に
お
い
て
も
同
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も
知
れ
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せ
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ね
。
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の
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サ
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に
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と
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う
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の
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福
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の
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が
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を
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安
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社
会
作
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に
つ
な
が
る
と

思
っ
て
い
ま
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と
の
関
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の
中
で
も
こ
の
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や
り
の
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た
い
で
す
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」で
は
な
く
、
子

ど
も
達
の
話
を
聞
き
、「
ど
う
し
た
い
の
か
」を
理
解
し
、

「
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
」
を
説
明
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ん
だ
。

　
最
終
日
、
私
が
お
別
れ
の
挨
拶
を
し
た
後
で
、
一
番

仲
良
く
な
っ
た
子
か
ら
白
い
封
筒
を
渡
さ
れ
た
。中
に

は
子
ど
も
達
が
描
い
た
私
の
似
顔
絵
が
入
っ
て
い
た
。そ

し
て
、
子
ど
も
達
か
ら
の
歌
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
感
動
し
、

柄
に
も
な
く
そ
の
場
で
泣
い
た
記
憶
が
あ
る
。今
で
も

み
ん
な
か
ら
の
似
顔
絵
は
宝
物
に
な
って
い
る
。

　
高
校
時
代
に
介
護
を
学
ん
だ
こ
と
で
障
が
い
者
福
祉

に
興
味
を
持
ち
、
や
が
て
そ
の
分
野
で
働
く
こ
と
が
夢

に
な
っ
た
。そ
し
て
、
め
ひ
の
野
園
で
働
い
て
い
る
今
も
、

あ
の
時
学
ん
だ
こ
と
を
支
援
に
活
か
し
て
い
る
。時
に
は

落
ち
込
む
こ
と
も
あ
る
が
、あ
の
時
子
ど
も
達
に
も
ら
っ

た
似
顔
絵
を
見
て
は
癒
さ
れ
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
頃
の
夢
は
、現
在
の
夢
の
糧
に
な
って
い
る
。

梨の木苑　生活支援員

めひの野園職員の
雑感コーナー

東　瑠奈

子
ど
も
の
頃
の
夢
、そ
し
て
現
在
か
な
っ
た
夢

「やっぱりイイね！めひのの味」
４年ぶりに再開！

りんどう祭りんどう祭

来場したお子さんと一緒にステージを
盛り上げた、パフォーマーHARUKIさん。
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「
も
と
も
と
根
気
の
い
る
作
業
が
得
意
で
、

普
段
作
業
し
て
い
る
『
ウ
ォ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
や

ぶ
な
み
』
で
は
、
平
飼
い
卵
の
パ
ッ
ク
用
の
ラ

ベ
ル
に
、
一
枚
一
枚
ス
タ
ン
プ
を
押
す
仕
事
を

し
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
手
芸
教
室
担
当
の

島
田
支
援
員
。「
向
上
心
を
く
す
ぐ
る
よ
う
に

褒
め
て
い
る
う
ち
に
、
ど
ん
ど
ん
編
む
の
が
早

く
な
っ
て
、
今
で
は
私
よ
り
も
速
く
編
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た（
笑
）」
と
の
こ
と
で
す
。

　
「
最
初
は
編
み
針
の
持
ち
方
や
、
糸
の
か
け

方
か
ら
覚
え
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
話
す
吉
田

先
生
。
何
段
編
ん
だ
の
か
が
分
か
る
よ
う
に
チ

ェ
ッ
ク
表
を
用
意
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
た
甲

斐
が
あ
っ
て
、
教
室
に
参
加
す
る
た
び
に
鍋
嶋

さ
ん
の
腕
は
上
達
し
て
い
き
ま
し
た
。
最
初
に

挑
戦
し
た
マ
フ
ラ
ー
を
５
ヵ
月
か
け
て
完
成
さ

せ
た
後
は
、
帽
子
と
ベ
ス
ト
を
編
み
上
げ
ま
し

た
。
吉
田
先
生
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
ベ
ス
ト
は
、

本
人
も
お
気
に
入
り
の
自
慢
の
一
品
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
持
ち
前
の
根
気
強
さ
を
活
か
し
、

素
敵
な
手
芸
品
の
製
作
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い

ね
！

　
寒
い
時
季
に
は
、
暖
か
い
毛
糸
の
帽
子
や
マ

フ
ラ
ー
、
ベ
ス
ト
が
重
宝
し
ま
す
ね
。
パ
ッ
と

見
た
だ
け
で
は
、
そ
れ
が
手
編
み
の
物
と
は
信

じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
で
編
み
上

げ
て
い
く
利
用
者
が
鍋
嶋
さ
ん
で
す
。

　
毎
週
月
曜
日
の
手
芸
教
室
に
参
加
し
て
い
る

鍋
嶋
さ
ん
が
編
み
物
を
始
め
た
の
は
２
年
前
か

ら
。そ
の
き
っ
か
け
は
、「
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
さ
せ
て
あ
げ
て
欲
し
い
」
と
い
う
お
母

さ
ん
の
希
望
か
ら
で
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
刺
し
子
や
刺
繍
に
取
り
組
ん
で
い

た
鍋
嶋
さ
ん
に
と
っ
て
、
初
め
て
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
あ
る
編
み
物
を
手
ほ
ど
き
し
た
の
は
、
地

域
で
手
芸
店
を
営
み
な
が
ら
週
に
一
回
の
手
芸

教
室
の
講
師
を
さ
れ
て
い
る
吉
田
啓
子
先
生
。

こ
れ
ま
で
も
「
本
物
の
技
」
を
利
用
者
に
指
導

し
て
き
ま
し
た
。

「どんどん上手になっていくのが嬉しい」と鍋嶋さん。

　
め
ひ
の
野
園
で
は
、「
利
用
者
さ
ん

の
好
き
な
こ
と
、
得
意
な
こ
と
、
出
来

る
こ
と
を
活
か
し
、
そ
れ
を
仕
事
に
つ

な
げ
て
い
く
」
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
支

援
を
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
続
け
る
う
ち

に
向
上
心
が
芽
生
え
、
日
々
の
仕
事
へ

の
意
欲
に
つ
な
が
っ
て
い
く
…
。

　
そ
ん
な
「
キ
ラ
リ
！
」
と
光
る
利
用

者
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！

編
む
速
さ
は
職
員
も
目
を
見
張
る
ほ
ど
。

今
回
の
職
人
は
人
呼
ん
で
、め
ひ
の
の

支
援
員
の
励
ま
し
で
や
る
気
ア
ッ
プ
！

「
編
み
物
職
人
」で
す
。

今回のキラリ！人

ウォーム・ワークやぶなみ

鍋嶋 ほのかさん

め
ひ
の

め
ひ
の

ビ
　ト

ビ
　ト

キキ
ララ
リリ
人人
！！

Vol.12

　
編
み
物
の
次
は
「
フ
ラ
ン
ス
刺
繍
」

に
挑
戦
す
る
そ
う
で
す
。頑
張
って
！

記・広
報
委
員
会
　
岡
﨑
　
秀
徳

支援員の応援や声掛けが製作の励みになっている。

めひのスポーツめひのスポーツＭ IＰＭ IＰ

ＭVＰＭVＰ

（Ｍost Improved Player）（Ｍost Improved Player）

最優秀選手賞最優秀選手賞

野球部シーズン終了野球部シーズン終了
室室

中塩中塩

はは
（作業センターふじなみ）（作業センターふじなみ）

（ウォーム・ワークやぶなみ）（ウォーム・ワークやぶなみ）

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
讃
え
て

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
讃
え
て

「
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
賞
」 

受
賞
！

「
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
賞
」 

受
賞
！

呉
羽
リ
ー
グ

呉
羽
リ
ー
グ

２
０
２
３
年
度 

チ
ー
ム
成
績
表

２
０
２
３
年
度 

チ
ー
ム
成
績
表

対
戦
相
手

勝
敗

パ
ル
マ
ラ
ッ
ト

　（呉
羽
リ
ー
グ
）

富
山
第一銀
行

　（北
日
本
新
聞
杯
）

焼
肉
　
慶

　（呉
羽
リ
ー
グ
）

オ
ス
カ
ー
球
団

　（呉
羽
リ
ー
グ
）

バ
ブ
リ
ン
ズ

　（呉
羽
リ
ー
グ
）

①

⑦

②

⑧

③

⑨

④⑤

対
戦
相
手

勝
敗

パ
ル
マ
ラ
ッ
ト

　（呉
羽
リ
ー
グ
）

オ
ス
カ
ー
球
団

　（呉
羽
リ
ー
グ
）

バ
ブ
リ
ン
ズ

　（呉
羽
リ
ー
グ
）

焼
肉
　
慶

　（呉
羽
リ
ー
グ
）

今シーズン野球部の中心となって活躍した2人。投打に渡る活躍でＭＶＰを獲得した
中塩選手（写真左）と、最も印象に残った選手（ＭＩＰ）に選ばれた室選手（写真右）。

リーグ代表の村藤さんから
表彰状が手渡されました。

Ｑ
．
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
活
躍

で
し
た
ね
？

―
―
い
よ
い
よ
50
歳
代
を
迎
え
ま

し
た
が
、
気
力
で
は
ま
だ
ま
だ
若

い
選
手
に
負
け
て
い
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
！
そ
の
意
味
で
は
最
も

中
田
監
督
の
印
象
に
残
っ
た
選
手

に
送
ら
れ
る
「
Ｍ
Ｉ
Ｐ
」
は
、

「
ハ
ッ
ス
ル
賞
」
だ
と
捉
え
て
い

ま
す（
笑
）。

Ｑ
．
来
季
の
目
標
は
？

―
―
体
力
の
衰
え
は
感
じ
て
い
ま

す
が
、
技
術
や
経
験
で
カ
バ
ー
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
練
習
に
も
積
極
的
に
参
加
し
た
い

で
す
ね
。
日
頃
か
ら
ボ
ー
ル
に
触
れ
、
基
本
練

習
を
す
る
こ
と
で
、
動
体
視
力
の
よ
う
な
感
覚

的
な
部
分
を
養
え
る
と
思
い
ま
す
。
来
期
は
全

試
合
出
場
を
目
指
し
、
こ
の
歳
で
も
ま
だ
ま
だ

伸
び
し
ろ
が
あ
る
こ
と
を
証
明
し
ま
す
！

　
め
ひ
の
野
園
野
球
部
は

今
シ
ー
ズ
ン
の
全
日
程
を
終

了
し
た
。

　
野
球
部
員
た
ち
は
今
シ

ー
ズ
ン
も
真
摯
に
野
球
に
打

ち
込
み
、呉
羽
リ
ー
グ
は
２

位
と
い
う
結
果
に
。中
田
監

督
が
選
出
す
る
最
優
秀
選

手
賞（
Ｍ
Ｖ
Ｐ
）は
中
塩
選

手（
ウ
ォ
ー
ム・ワ
ー
ク
や
ぶ

な
み
）が
受
賞
し
、最
も
印

象
に
残
っ
た
選
手（
Ｍ
Ｉ
Ｐ
）

に
は
室
選
手（
作
業
セ
ン
タ

ー
ふ
じ
な
み
）が
輝
い
た
。

Ｑ
．
「
め
ひ
の
野
園
の
二
刀
流
」
の
本
領
を
発

揮
し
た
シ
ー
ズ
ン
で
し
た
ね
？

―
―
昨
シ
ー
ズ
ン
は
怪
我
も
あ
り
、
不
本
意
な

部
分
も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
打
撃
が
不
調
で
、

シ
ー
ズ
ン
後
に
チ
ー
ム
メ
イ
ト
達
の
前
で
再
起

を
宣
言
し
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
５
割
２
分

と
い
う
好
成
績
で
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
大
谷

選
手
よ
り
も
良
い
数
字
を
残
せ
ま
し
た（
笑
）。

「
有
言
実
行
の
男
」
と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
！

　
呉
羽
地
区
の
野
球
愛
好
家
た
ち
が
集
い
、
毎
年
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
「
呉
羽
リ
ー
グ
」
で
は
、
選

手
た
ち
に
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
精
神
を
推
奨
す
る
た
め
に

「
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
賞
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
賞
は
試
合
が
終
わ
る
ご
と
に
、
対
戦
相
手
の
プ

レ
ー
や
マ
ナ
ー
、
相
手
を
尊
重
し
て
い
る
か
等
を
ア
ン

ケ
ー
ト
形
式
で
評
価
す
る
も
の
で
、
め
ひ
の
野
園
野
球

部
は
昨
年
に
続
き
２
年
連
続
で
受
賞
し
ま
し
た
。

　
室
澤
主
将
は
受
賞
に
際
し
、「
地
域
交
流
の
た
め
に

も
参
加
し
て
い
る
こ
の

リ
ー
グ
内
で
、
他
チ
ー

ム
に
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
を

認
め
ら
れ
た
こ
と
に
は

大
き
な
意
味
が
あ
る
」。

と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

Ｑ
．
来
季
の
目
標
は
？

―
―
ピ
ッ
チ
ン
グ
・
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
両
面
で
チ

ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
く
存
在
で
あ
り
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
投
球
に
関
し
て
は
「
技

巧
派
」
の
投
球
術
を
習
得
す
る
た
め
に
動
画
な

ど
で
研
究
し
、
「
野
球
脳
」
を
鍛
え
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
「
仕
事
脳
」
も
鍛
え
て

い
き
ま
す
！（
笑
）

室
賢
一

中
塩
映

8-5
○

0-9
●

4-4
△

10-1
〇

17-1
〇

11-3
〇

⑥

13-3
〇

6-2
〇

4-7
●
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「
も
と
も
と
根
気
の
い
る
作
業
が
得
意
で
、

普
段
作
業
し
て
い
る
『
ウ
ォ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
や

ぶ
な
み
』
で
は
、
平
飼
い
卵
の
パ
ッ
ク
用
の
ラ

ベ
ル
に
、
一
枚
一
枚
ス
タ
ン
プ
を
押
す
仕
事
を

し
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
手
芸
教
室
担
当
の

島
田
支
援
員
。「
向
上
心
を
く
す
ぐ
る
よ
う
に

褒
め
て
い
る
う
ち
に
、
ど
ん
ど
ん
編
む
の
が
早

く
な
っ
て
、
今
で
は
私
よ
り
も
速
く
編
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た（
笑
）」
と
の
こ
と
で
す
。

　
「
最
初
は
編
み
針
の
持
ち
方
や
、
糸
の
か
け

方
か
ら
覚
え
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
話
す
吉
田

先
生
。
何
段
編
ん
だ
の
か
が
分
か
る
よ
う
に
チ

ェ
ッ
ク
表
を
用
意
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
た
甲

斐
が
あ
っ
て
、
教
室
に
参
加
す
る
た
び
に
鍋
嶋

さ
ん
の
腕
は
上
達
し
て
い
き
ま
し
た
。
最
初
に

挑
戦
し
た
マ
フ
ラ
ー
を
５
ヵ
月
か
け
て
完
成
さ

せ
た
後
は
、
帽
子
と
ベ
ス
ト
を
編
み
上
げ
ま
し

た
。
吉
田
先
生
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
ベ
ス
ト
は
、

本
人
も
お
気
に
入
り
の
自
慢
の
一
品
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
持
ち
前
の
根
気
強
さ
を
活
か
し
、

素
敵
な
手
芸
品
の
製
作
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い

ね
！

　
寒
い
時
季
に
は
、
暖
か
い
毛
糸
の
帽
子
や
マ

フ
ラ
ー
、
ベ
ス
ト
が
重
宝
し
ま
す
ね
。
パ
ッ
と

見
た
だ
け
で
は
、
そ
れ
が
手
編
み
の
物
と
は
信

じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
で
編
み
上

げ
て
い
く
利
用
者
が
鍋
嶋
さ
ん
で
す
。

　
毎
週
月
曜
日
の
手
芸
教
室
に
参
加
し
て
い
る

鍋
嶋
さ
ん
が
編
み
物
を
始
め
た
の
は
２
年
前
か

ら
。そ
の
き
っ
か
け
は
、「
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
さ
せ
て
あ
げ
て
欲
し
い
」
と
い
う
お
母

さ
ん
の
希
望
か
ら
で
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
刺
し
子
や
刺
繍
に
取
り
組
ん
で
い

た
鍋
嶋
さ
ん
に
と
っ
て
、
初
め
て
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
あ
る
編
み
物
を
手
ほ
ど
き
し
た
の
は
、
地

域
で
手
芸
店
を
営
み
な
が
ら
週
に
一
回
の
手
芸

教
室
の
講
師
を
さ
れ
て
い
る
吉
田
啓
子
先
生
。

こ
れ
ま
で
も
「
本
物
の
技
」
を
利
用
者
に
指
導

し
て
き
ま
し
た
。

「どんどん上手になっていくのが嬉しい」と鍋嶋さん。

　
め
ひ
の
野
園
で
は
、「
利
用
者
さ
ん

の
好
き
な
こ
と
、
得
意
な
こ
と
、
出
来

る
こ
と
を
活
か
し
、
そ
れ
を
仕
事
に
つ

な
げ
て
い
く
」
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
支

援
を
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
続
け
る
う
ち

に
向
上
心
が
芽
生
え
、
日
々
の
仕
事
へ

の
意
欲
に
つ
な
が
っ
て
い
く
…
。

　
そ
ん
な
「
キ
ラ
リ
！
」
と
光
る
利
用

者
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！

編
む
速
さ
は
職
員
も
目
を
見
張
る
ほ
ど
。

今
回
の
職
人
は
人
呼
ん
で
、め
ひ
の
の

支
援
員
の
励
ま
し
で
や
る
気
ア
ッ
プ
！

「
編
み
物
職
人
」で
す
。

今回のキラリ！人

ウォーム・ワークやぶなみ

鍋嶋 ほのかさん

め
ひ
の

め
ひ
の

ビ
　ト

ビ
　ト

キキ
ララ
リリ
人人
！！

Vol.12

　
編
み
物
の
次
は
「
フ
ラ
ン
ス
刺
繍
」

に
挑
戦
す
る
そ
う
で
す
。頑
張
って
！

記・広
報
委
員
会
　
岡
﨑
　
秀
徳

支援員の応援や声掛けが製作の励みになっている。

めひのスポーツめひのスポーツＭ IＰＭ IＰ

ＭVＰＭVＰ

（Ｍost Improved Player）（Ｍost Improved Player）

最優秀選手賞最優秀選手賞

野球部シーズン終了野球部シーズン終了
室室

中塩中塩

はは
（作業センターふじなみ）（作業センターふじなみ）

（ウォーム・ワークやぶなみ）（ウォーム・ワークやぶなみ）

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
讃
え
て

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
讃
え
て

「
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
賞
」 

受
賞
！

「
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
賞
」 

受
賞
！

呉
羽
リ
ー
グ

呉
羽
リ
ー
グ

２
０
２
３
年
度 

チ
ー
ム
成
績
表

２
０
２
３
年
度 

チ
ー
ム
成
績
表

対
戦
相
手

勝
敗

パ
ル
マ
ラ
ッ
ト

　（呉
羽
リ
ー
グ
）

富
山
第一銀
行

　（北
日
本
新
聞
杯
）

焼
肉
　
慶

　（呉
羽
リ
ー
グ
）

オ
ス
カ
ー
球
団

　（呉
羽
リ
ー
グ
）

バ
ブ
リ
ン
ズ

　（呉
羽
リ
ー
グ
）

①

⑦

②

⑧

③

⑨

④⑤

対
戦
相
手

勝
敗

パ
ル
マ
ラ
ッ
ト

　（呉
羽
リ
ー
グ
）

オ
ス
カ
ー
球
団

　（呉
羽
リ
ー
グ
）

バ
ブ
リ
ン
ズ

　（呉
羽
リ
ー
グ
）

焼
肉
　
慶

　（呉
羽
リ
ー
グ
）

今シーズン野球部の中心となって活躍した2人。投打に渡る活躍でＭＶＰを獲得した
中塩選手（写真左）と、最も印象に残った選手（ＭＩＰ）に選ばれた室選手（写真右）。

リーグ代表の村藤さんから
表彰状が手渡されました。

Ｑ
．
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
活
躍

で
し
た
ね
？

―
―
い
よ
い
よ
50
歳
代
を
迎
え
ま

し
た
が
、
気
力
で
は
ま
だ
ま
だ
若

い
選
手
に
負
け
て
い
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
！
そ
の
意
味
で
は
最
も

中
田
監
督
の
印
象
に
残
っ
た
選
手

に
送
ら
れ
る
「
Ｍ
Ｉ
Ｐ
」
は
、

「
ハ
ッ
ス
ル
賞
」
だ
と
捉
え
て
い

ま
す（
笑
）。

Ｑ
．
来
季
の
目
標
は
？

―
―
体
力
の
衰
え
は
感
じ
て
い
ま

す
が
、
技
術
や
経
験
で
カ
バ
ー
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
練
習
に
も
積
極
的
に
参
加
し
た
い

で
す
ね
。
日
頃
か
ら
ボ
ー
ル
に
触
れ
、
基
本
練

習
を
す
る
こ
と
で
、
動
体
視
力
の
よ
う
な
感
覚

的
な
部
分
を
養
え
る
と
思
い
ま
す
。
来
期
は
全

試
合
出
場
を
目
指
し
、
こ
の
歳
で
も
ま
だ
ま
だ

伸
び
し
ろ
が
あ
る
こ
と
を
証
明
し
ま
す
！

　
め
ひ
の
野
園
野
球
部
は

今
シ
ー
ズ
ン
の
全
日
程
を
終

了
し
た
。

　
野
球
部
員
た
ち
は
今
シ

ー
ズ
ン
も
真
摯
に
野
球
に
打

ち
込
み
、呉
羽
リ
ー
グ
は
２

位
と
い
う
結
果
に
。中
田
監

督
が
選
出
す
る
最
優
秀
選

手
賞（
Ｍ
Ｖ
Ｐ
）は
中
塩
選

手（
ウ
ォ
ー
ム・ワ
ー
ク
や
ぶ

な
み
）が
受
賞
し
、最
も
印

象
に
残
っ
た
選
手（
Ｍ
Ｉ
Ｐ
）

に
は
室
選
手（
作
業
セ
ン
タ

ー
ふ
じ
な
み
）が
輝
い
た
。

Ｑ
．
「
め
ひ
の
野
園
の
二
刀
流
」
の
本
領
を
発

揮
し
た
シ
ー
ズ
ン
で
し
た
ね
？

―
―
昨
シ
ー
ズ
ン
は
怪
我
も
あ
り
、
不
本
意
な

部
分
も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
打
撃
が
不
調
で
、

シ
ー
ズ
ン
後
に
チ
ー
ム
メ
イ
ト
達
の
前
で
再
起

を
宣
言
し
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
５
割
２
分

と
い
う
好
成
績
で
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
大
谷

選
手
よ
り
も
良
い
数
字
を
残
せ
ま
し
た（
笑
）。

「
有
言
実
行
の
男
」
と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
！

　
呉
羽
地
区
の
野
球
愛
好
家
た
ち
が
集
い
、
毎
年
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
「
呉
羽
リ
ー
グ
」
で
は
、
選

手
た
ち
に
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
精
神
を
推
奨
す
る
た
め
に

「
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
賞
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
賞
は
試
合
が
終
わ
る
ご
と
に
、
対
戦
相
手
の
プ

レ
ー
や
マ
ナ
ー
、
相
手
を
尊
重
し
て
い
る
か
等
を
ア
ン

ケ
ー
ト
形
式
で
評
価
す
る
も
の
で
、
め
ひ
の
野
園
野
球

部
は
昨
年
に
続
き
２
年
連
続
で
受
賞
し
ま
し
た
。

　
室
澤
主
将
は
受
賞
に
際
し
、「
地
域
交
流
の
た
め
に

も
参
加
し
て
い
る
こ
の

リ
ー
グ
内
で
、
他
チ
ー

ム
に
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
を

認
め
ら
れ
た
こ
と
に
は

大
き
な
意
味
が
あ
る
」。

と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

Ｑ
．
来
季
の
目
標
は
？

―
―
ピ
ッ
チ
ン
グ
・
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
両
面
で
チ

ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
く
存
在
で
あ
り
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
投
球
に
関
し
て
は
「
技

巧
派
」
の
投
球
術
を
習
得
す
る
た
め
に
動
画
な

ど
で
研
究
し
、
「
野
球
脳
」
を
鍛
え
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
「
仕
事
脳
」
も
鍛
え
て

い
き
ま
す
！（
笑
）

室
賢
一

中
塩
映
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○

0-9
●

4-4
△
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〇
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（
２
０
２
３・8・1
〜
２
０
２
３・12・18
）敬
称
略

富
山
国
際
大
学
付
属
高
校
家
庭
科
部
よ
り

雑
巾
寄
贈

　
８
月
29
日
、
富
山
国
際
大
学
付
属
高
校
の

家
庭
科
部
の
皆
さ
ん
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
一
環
と
し
て
、
心
の
こ
も
っ
た
手
縫

い
の
雑
巾
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

雄大な立山連峰をバックに雨晴海岸を走る氷見線の列車　写真：般若　敏雄（めひの野園写真部）雄大な立山連峰をバックに雨晴海岸を走る氷見線の列車　写真：般若　敏雄（めひの野園写真部）
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田
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市
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淀
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ラ
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田
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善
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阜
県
飛
騨
市

谷
　
川
　
孝
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富
山
市

須
　
沼
　
雄
　
二
　

　
成
年
後
見
人 

明
野
　
孝
史
 

射
水
市

清
　
水
　
雪
　
乃
 

富
山
市

㈱
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
 

富
山
市

酒
　
井
　
利
　
恵
 

富
山
市

鍋
　
島
　
朋
　
子
 

下
新
川
郡

寄
付
金
振
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口
座
番
号
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陸
銀
行
呉
羽
支
店
　
店
番
号
120

　
普
通
預
金
６
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７
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３
０

　
社
会
福
祉
法
人
　
め
ひ
の
野
園

（
２
０
２
３・8・1
〜
２
０
２
３・12・18
）敬
称
略

　めひの野園のグループホームのひとつ
「つまま寮」の寮名の由来となったこの歌
にある「つまま」とは、現在の「タブノキ」の
こと。
　渋谿の崎（現在の高岡市雨晴海岸）を
訪れた大伴家持は、海岸の岩上に根を張
る「つまま」の姿に心を打たれ、この歌を詠
みました。
　写真は雨晴海岸にある「つまま公園」付
近からの景観。この辺りは県内有数の観光
スポットになっています。

　めひの野園のグループホームのひとつ
「つまま寮」の寮名の由来となったこの歌
にある「つまま」とは、現在の「タブノキ」の
こと。
　渋谿の崎（現在の高岡市雨晴海岸）を
訪れた大伴家持は、海岸の岩上に根を張
る「つまま」の姿に心を打たれ、この歌を詠
みました。
　写真は雨晴海岸にある「つまま公園」付
近からの景観。この辺りは県内有数の観光
スポットになっています。

め
ひ
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行

め
ひ
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梨
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木
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で
し
こ

グ
ル
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プ
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ム

・
い
わ
せ
の
Ａ
棟
・
Ｂ
棟

・
つ
ま
ま
寮

・
な
で
し
こ

共
同
生
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援
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介
護
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括
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業
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生
活
援
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護
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業
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の
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め
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２
３・8・1
〜
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）敬
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略
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岡
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主
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昭
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之
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水
市

松
　
倉
　
　
　
覚
 

富
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市

竹
　
本
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史
 

富
山
市

政
　
橋
　
昭
　
子
 

富
山
市

廣
　
田
　
美
千
代
 

富
山
市

亀
　
山
　
知
　
己
 

富
山
市

め
ひ
の
野
園
保
護
者
会                         

 

今
　
井
　
哲
　
治
　
 

富
山
市

我
が
家
の
庭
に
は
、
今
年
も
真
っ
赤
な
南
天

の
実
が
、
枝
い
っ
ぱ
い
に
成
って
い
る
。子
ど
も
の

頃
は
、
友
達
と
実
を
ぶ
つ
け
あ
っ
た
り
、
雪
で

作
っ
た
ウ
サ
ギ
の
目
に
し
た
り
し
て
遊
ん
だ
も

の
だ
。年
末
が
近
づ
く
と
、「
正
月
の
玄
関
飾
り

に
す
る
か
ら
小
枝
を
分
け
て
ね
」と
、叔
母
が
家

に
や
って
来
る
の
も
毎
年
の
恒
例
で
あ
る
。

「
南
天
」は
そ
の
名
か
ら
「
難
を
転
ず
る
」と

さ
れ
、
日
本
で
は
縁
起
物
と
し
て
正
月
飾
り
に

使
わ
れ
た
り
、
慶
事
の
料
理
に
彩
を
添
え
る

「
か
い
し
き
」と
し
て
使
わ
れ
た
り
し
て
き
た
。

年
の
瀬
の
慌
た
だ
し
さ
の
中
、
正
月
飾
り
を

飾
り
終
え
、
穏
や
か
に
正
月
を
迎
え
た
は
ず
の

２
０
２
４
年
１
月
１
日
。午
後
４
時
過
ぎ
に
能

登
沖
で
発
生
し
た
大
地
震
は
、
多
く
の
人
が
抱

い
て
い
た
、
新
た
な
年
を
迎
え
る
喜
び
や
期
待

感
を
奪
い
去
っ
た
。そ
の
後
も
幾
度
と
な
く
余

震
に
襲
わ
れ
、不
安
な
日
々
が
続
い
て
い
る
。

「
当
園
の
利
用
者
や
職
員
の
、
活
き
活
き
と

し
た
笑
顔
を
伝
え
た
い
」――

そ
ん
な
思
い
で

制
作
し
て
い
る
本
紙
も
、
安
全
な
暮
ら
し
が

あ
っ
て
の
物
な
の
だ
と
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ

た
。被

害
の
大
き
い
地
域
で
は
交
通
網
や
連
絡

網
が
遮
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
地
の
状
況
が

伝
わ
る
の
が
ど
う
し
て
も
遅
れ
て
し
ま
う
。毎

朝
の
報
道
番
組
で
被
害
の
様
子
が
伝
え
ら
れ

る
た
び
に
、
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
思
い
が
す

る
。出

勤
の
た
め
玄
関
を
出
る
と
、
庭
の
真
っ
赤

な
南
天
の
実
が
目
に
入
る
。そ
の
た
び
に
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。「
こ
の
難
が
早
く
転
ず
る

よ
う
に
」…

と
。

（
岡
﨑
記
）

― 磯の上の つままを見れば 根を延へて

　　　　　　年深からし 神さびにけり ―

いそ うえ ね は

としふか かむ

しぶたに さき

こ
の
度
の
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
日
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
ら
れ
る
よ
う

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（1）　第138号　2024年1月18日 第138号　2024年1月18日 　（8）


